
１
　
は
じ
め
に

今
年
の
一
月
七
日
、
中
国
証
券
監
督
管
理
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）
と
国
家
経
済
貿
易
委
員
会
は
、
中
国
の
上
場
会
社
を
対
象
に

「
上
場
会
社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
」（
以
下
「
原
則
」
と
略
称
）
を
公
布
し
、
同
日
に
施
行
し
た
。
こ
の
「
原
則
」
の

公
布
は
、
国
内
に
お
け
る
企
業
改
革
の
一
環
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
近
年
上
場
企
業
の
粉
飾
決
算
、
株
価
操
縦
、
イ
ン
サ
イ
ダ

ー
取
引
お
よ
び
支
配
株
主
（
特
に
国
有
株
主
）
の
権
利
乱
用
な
ど
様
々
な
問
題
点
を
露
呈
し
、
証
券
市
場
が
歪
ん
で
い
る
状
況
へ
の

対
応
が
あ
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
金
融
危
機
以
降
、
国
際
的
に
も
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
企
業
統
治
）
の
議
論
が
高
ま
っ
て

お
り
、
一
九
九
九
年
四
月
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
は
、
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
則
」
を
発
表
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
な
ど
の
先
進
国
の
機
関
や
組
織
も
九
〇
年
代
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
自
国
の
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
則
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
よ
う
な
内
外
の
状
況
を
受
け
て
、
中
国
政
府
は
現
在

約
一
、
二
〇
〇
社
の
上
場
企
業
を
対
象
に
、「
原
則
」
の
公
布
に
踏
み
切
っ
た
。

こ
こ
で
少
な
く
と
も
政
府
は
、
ま
ず
企
業
制
度
改
革
の
「
先
頭
部
隊
」
と
い
わ
れ
る
上
場
会
社
を
選
ん
で
、
先
進
国
並
み
の
企
業

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
則
を
導
入
し
、「
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
い
う
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
モ
デ
ル
を
つ
く
っ

て
、
こ
れ
か
ら
上
場
会
社
以
外
の
企
業
に
も
波
及
さ
せ
て
い
く
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、「
原
則
」
の

主
な
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
特
徴
と
問
題
点
に
触
れ
、
近
年
中
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
動
向
を
付
け
加
え
て
み
る
こ
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と
に
し
よ
う
。

２
　
「
原
則
」
の
構
成
と
目
的

「
原
則
」
は
合
計
八
章
、
九
五
条
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
各
章
で
は
、
前
文
、
株
主
と
株
主
総
会
（
第
一
章
）、
支
配
株
主
と
上
場

会
社
（
第
二
章
）、
取
締
役
と
取
締
役
会
（
第
三
章
）、
監
査
役
と
監
査
役
会
（
第
四
章
）、
業
績
の
評
価
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
牽
制

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
第
五
章
）、
利
害
関
係
者
（
第
六
章
）、
情
報
開
示
と
透
明
度
（
第
七
章
）
お
よ
び
附
則
（
第
八
章
）
と
な
っ
て
い

る
。「

原
則
」
の
目
的
は
前
文
の
中
で
明
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
上
場
会
社
に
お
け
る
現
代
企
業
制
度
（
近
代
的
な
企
業
制
度
）

の
確
立
・
完
備
を
推
し
進
め
る
た
め
、
企
業
の
運
営
を
規
範
化
し
、
中
国
証
券
市
場
の
健
全
な
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
ま
た
、
本
「
原
則
」
で
は
、
上
場
会
社
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
基
本
原
則
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
投
資
家

保
護
の
方
法
や
、
取
締
役
、
監
査
役
お
よ
び
支
配
人
（
経
理
）
な
ど
の
上
級
管
理
者
が
遵
守
す
べ
き
基
本
的
な
行
動
基
準
お
よ
び
モ

ラ
ル
な
ど
の
内
容
を
も
明
確
に
し
た
と
公
布
の
意
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
原
則
」
は
、「
会
社
法
」
と
「
証
券
法
」
お
よ
び
そ
の
他
の
関
連
法
律
や
法
規
の
基
本
原
則
に
基
づ
き
、
ま
た
諸
外
国
の
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
の
中
で
一
般
的
に
認
め
ら
れ
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
も
の
を
参
考
に
し
て
制
定
さ
れ
た
。「
原
則
」

の
適
用
範
囲
は
中
国
国
内
の
上
場
会
社
に
限
定
し
て
い
る
。
次
に
、「
原
則
」
の
章
の
順
に
沿
っ
て
、
そ
の
内
容
を
み
て
い
こ
う
。
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３
　
株
主
と
株
主
総
会

（
１
）
株
主
の
権
利

株
主
の
権
利
に
つ
い
て
、「
原
則
」
は
ま
ず
株
主
が
会
社
の
所
有
者
で
あ
り
、
法
律
や
行
政
法
規
お
よ
び
会
社
定
款
の
規
定
す
る

合
法
的
な
権
利
を
享
有
す
る
。
上
場
会
社
が
株
主
の
権
利
行
使
を
充
分
に
確
保
で
き
る
よ
う
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
仕

組
み
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
（
第
一
条
）。
そ
し
て
、
こ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
仕
組
み
は
、
す
べ
て
の
株
主

と
り
わ
け
中
小
株
主
の
平
等
な
地
位
を
享
有
す
る
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
株
主
の
持
分
に
よ
る
平
等
な
権
利
が
強
調

さ
れ
て
い
る
（
第
二
条
）。

ま
た
、
株
主
は
、
会
社
の
重
大
な
事
項
に
対
し
て
知
る
権
利
と
参
加
権
を
有
し
、
上
場
会
社
が
株
主
と
の
間
に
有
効
な
意
思
疎
通

の
ル
ー
ト
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
三
条
）。
さ
ら
に
、
株
主
は
株
主
の
合
法
的
な
権
利
を
守
る
た
め
に
、
法
律
や
行
政

法
規
に
基
づ
き
民
事
訴
訟
あ
る
い
は
そ
の
他
の
法
的
手
段
を
行
使
す
る
権
利
が
あ
る
。
株
主
総
会
、
取
締
役
会
の
決
議
が
法
律
や
行

政
法
規
の
規
定
に
違
反
し
、
株
主
の
権
利
を
侵
害
し
た
場
合
に
、
株
主
は
法
に
基
づ
い
て
違
法
行
為
や
侵
害
行
為
に
対
し
て
差
し
止

め
請
求
を
提
起
す
る
権
利
を
有
す
る
。
ま
た
取
締
役
、
監
査
役
お
よ
び
支
配
人
は
、
業
務
執
行
の
際
に
、
法
律
や
行
政
法
規
お
よ
び

会
社
定
款
に
違
反
し
、
会
社
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
株
主
は
、
会
社
に
対
し

て
損
害
賠
償
を
提
訴
す
る
よ
う
求
め
る
権
利
を
有
す
る
（
第
四
条
）。

「
会
社
法
」
は
「
一
株
一
票
」（
一
〇
六
条
）
と
い
う
「
株
式
民
主
主
義
」
を
定
め
て
い
る
が
、
近
年
、
上
場
会
社
は
中
小
株
主

を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
支
配
株
主
は
中
小
株
主
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
発
生
し
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
「
原
則
」
は
、
株
主
特
に
中
小
株
主
に
対
し
て
、
そ
の
権
利
を
平
等
に
取
り
扱
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
「
原

則
」
の
第
四
条
は
、「
会
社
法
」
の
六
三
条
（
役
員
の
損
害
賠
償
責
任
、
有
限
責
任
会
社
の
規
定
）
と
一
一
一
条
（
差
止
請
求
権
、
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株
式
会
社
の
規
定
）
を
合
わ
せ
た
形
で
、
株
式
会
社
に
規
定
し
て
い
な
い
役
員
の
損
害
賠
償
責
任
を
上
場
企
業
に
追
加
し
、
会
社
に

不
正
行
為
に
よ
る
損
害
を
与
え
た
場
合
、
役
員
に
損
害
賠
償
責
任
を
課
し
て
そ
の
自
覚
を
促
し
、「
会
社
法
」
の
不
備
を
補
う
形
と

な
っ
た
。

（
２
）
株
主
総
会
の
規
範
化

二
〇
〇
一
年
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
は
上
場
会
社
に
対
し
て
検
査
を
行
い
、
検
査
報
告
書
を
発
表
し
た
（
１
）。

そ
れ
に
よ
る
と
、
二
三
社
は
株

主
総
会
あ
る
い
は
取
締
役
会
の
審
議
を
経
ず
に
、
会
社
の
重
大
な
事
項
を
進
行
さ
せ
た
。
一
社
は
株
主
の
発
言
時
間
さ
え
も
制
限
し

た
。
株
主
総
会
は
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
四
九
社
は
株
主
総
会
、
取
締
役
会
お
よ
び
監
査
役
会
の
会
議
記
録
の
不
全
や
不
備

の
問
題
が
出
て
お
り
、
一
部
の
企
業
が
会
議
専
用
の
記
録
簿
を
持
た
ず
、
ま
た
は
会
議
の
具
体
的
な
内
容
を
記
録
せ
ず
、
取
締
役
や

監
査
役
の
サ
イ
ン
が
な
い
な
ど
の
問
題
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
株
主
総
会
の
規
範
化
は
緊
急
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、「
原
則
」
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

す
な
わ
ち
、
第
五
条
は
、
上
場
会
社
は
、
会
社
定
款
の
中
に
株
主
総
会
の
招
集
や
議
決
の
手
続
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、
通
知
、
登
記
、
提
案
の
審
議
、
投
票
、
票
の
計
算
、
表
決
の
結
果
の
発
表
、
決
議
の
成
立
、
議
事
録

お
よ
び
署
名
、
公
告
な
ど
を
含
む
。
ま
た
、
第
六
条
は
、
取
締
役
会
は
、
株
主
総
会
の
審
議
事
項
を
真
剣
に
検
討
し
、
な
ら
び
に
そ

れ
を
遂
行
す
る
。
株
主
総
会
は
、
す
べ
て
の
提
案
に
対
し
て
合
理
的
な
審
議
時
間
を
与
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
第
七
条
は
、
上

場
会
社
は
、
会
社
定
款
の
中
に
、
株
主
総
会
が
取
締
役
会
に
対
す
る
授
権
の
原
則
を
規
定
す
べ
き
で
、
授
権
の
内
容
も
明
確
か
つ
具

体
的
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
近
年
、
株
主
総
会
に
出
席
す
る
中
小
株
主
が
少
な
い
た
め
、
株
主
総
会
は
「
大
株
主
の
総
会
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
株
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主
総
会
に
よ
り
多
く
の
株
主
が
出
席
で
き
る
よ
う
に
、「
原
則
」
の
第
八
条
は
、
上
場
会
社
は
、
先
端
の
情
報
技
術
の
手
段
を
含
む

様
々
な
方
法
を
利
用
で
き
、
ま
た
株
式
総
会
の
開
催
の
時
間
と
場
所
の
選
定
も
よ
り
多
く
の
株
主
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
代
理
人
投
票
と
委
任
状
に
つ
い
て
、
株
主
は
、
自
ら
株
主
総
会
に
出
席
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
代
理
人
に

議
決
権
の
行
使
を
委
託
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
も
両
者
は
同
等
な
法
律
的
効
力
が
あ
る
（
第
九
条
）。
上
場
会
社
の
取
締
役
会
、

社
外
取
締
役
ま
た
は
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
株
主
は
、
上
場
会
社
の
株
主
か
ら
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
の
委
任
状
を
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
委
任
状
の
収
集
は
無
償
で
行
な
わ
れ
、
ま
た
委
任
状
の
提
供
者
に
対
し
て
十
分
な
情
報
開
示
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
第
一
〇
条
）。

そ
の
他
に
、
機
関
投
資
家
の
役
割
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。「
原
則
」
の
第
一
一
条
は
、
機
関
投
資
家
は
、
会
社
の
取
締
役
の
選
任
、

経
営
者
の
奨
励
お
よ
び
監
督
、
重
大
事
項
の
決
定
な
ど
に
対
し
て
役
割
を
発
揮
す
べ
き
と
い
う
規
定
が
あ
る
。

（
３
）
関
連
取
引

現
在
、
上
場
会
社
の
九
割
以
上
は
国
有
企
業
か
ら
改
組
し
た
企
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
上
場
会
社
の
支
配
株
主
の
ほ
と
ん
ど
が
国

有
企
業
の
集
団
公
司
や
国
有
資
産
経
営
会
社
お
よ
び
政
府
部
門
な
ど
で
あ
る
た
め
、
支
配
株
主
た
る
会
社
で
は
上
場
会
社
と
様
々
な

関
連
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
支
配
株
主
た
る
会
社
特
に
国
有
企
業
は
、
上
場
会
社
と
の
関
連
取
引
を
通
じ
て
、
上
場
会
社

に
様
々
な
不
利
益
を
与
え
た
り
、
ま
た
は
上
場
会
社
の
権
益
を
侵
害
す
る
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
る
。
関
連
取
引
に
つ
い

て
、「
原
則
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
上
場
会
社
の
権
益
を
守
る
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
上
場
会
社
と
関
連
者
の
間
の
関
連
取
引
は
、
書
面
の
協
議
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
該
協
議
は
平
等
、
自
由
お
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よ
び
有
償
の
原
則
を
遵
守
し
、
同
時
に
協
議
の
締
結
、
変
更
、
終
了
お
よ
び
履
行
の
状
況
な
ど
の
事
項
を
も
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
第
一
二
条
）。
上
場
会
社
は
、
関
連
者
が
排
他
的
な
取
引
手
段
な
ど
で
会
社
の
経
営
に
介
入
し
、
会
社
の
利
益
を
侵
害
す
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
有
効
な
措
置
を
採
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
関
連
取
引
の
価
格
は
原
則
と
し
て
市
場
価
格
（
一
般
の
相
場
価
格
）

が
要
求
さ
れ
、
そ
の
定
価
の
根
拠
も
開
示
す
る
必
要
が
あ
る
（
第
一
三
条
）。
そ
し
て
、
上
場
会
社
の
資
産
は
上
場
会
社
が
所
有
す

る
。
上
場
会
社
は
、
株
主
お
よ
び
関
連
者
が
あ
ら
ゆ
る
名
義
で
の
企
業
の
資
金
、
資
産
お
よ
び
資
源
を
占
用
ま
た
は
移
転
す
る
こ
と

を
防
ぐ
措
置
を
取
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
ま
た
株
主
や
関
連
者
の
た
め
に
担
保
を
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
（
第
一
四
条
）。

近
年
、
支
配
株
主
た
る
会
社
で
は
、
上
場
会
社
の
資
金
や
資
産
を
占
用
し
た
り
、
ま
た
は
上
場
会
社
が
支
配
株
主
の
融
資
担
保
人

に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
。
一
部
の
支
配
株
主
企
業
が
経
営
不
振
あ
る
い
は
返
済
不
能
に
陥
り
、
支
配
株
主
企
業
と
上
場
会

社
の
間
に
様
々
な
債
務
・
信
用
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
場
会
社
の
済
南
軽
騎
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
（
２
）。

済
南
軽
騎
は
バ
イ
ク
を
生
産
す
る
大
手
企
業
で
あ
り
、
九
七
年
以
前
の
業
績
は
ハ
イ
ア
ー
ル
（
海
爾
）、
長
虹
な
ど
の
有
名
企
業

と
肩
を
並
べ
る
優
良
企
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
四
年
間
に
、
同
社
の
支
配
株
主
つ
ま
り
「
親
会

社
」
で
あ
る
中
国
軽
騎
集
団
総
公
司
（
国
有
企
業
、
以
下
軽
騎
集
団
と
略
称
）
は
、
同
社
か
ら
大
量
な
借
入
金
を
発
生
さ
せ
た
。
こ

の
四
年
間
の
借
入
残
高
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
・
七
億
元
、
一
六
・
七
億
元
、
二
三
・
四
億
元
、
二
五
・
八
億
元
で
年
々
増
え
て
お
り
、

も
し
二
〇
〇
〇
年
の
借
入
残
高
と
そ
の
他
の
資
金
占
用
額
を
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
金
額
は
二
七
億
元
余
り
に
達
し
、
同
社
が
上
場
八

年
間
の
株
式
市
場
か
ら
の
資
金
調
達
額
（
一
六
億
元
）
と
純
利
益
総
額
（
一
一
億
元
）
の
合
計
数
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
他
に
、
同
社

は
支
配
株
主
お
よ
び
そ
の
関
連
企
業
の
融
資
の
担
保
人
と
な
り
、
担
保
金
額
が
六
億
元
余
り
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
金
の
使
途
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
１
）
軽
騎
集
団
の
借
金
・
債
務
の
返
済
。
つ
ま
り
軽
騎
集
団
は
、
上
場
会
社
の
上

場
す
る
前
の
事
業
体
に
投
資
し
た
資
金
に
対
し
て
の
返
済
で
あ
る
。（
２
）
部
品
工
場
の
建
設
。（
３
）
国
内
外
の
販
売
網
の
設
立
。
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（
４
）
集
団
総
公
司
の
規
模
拡
大
の
た
め
、
三
〇
社
余
り
の
吸
収
・
合
併
に
よ
る
資
金
利
用
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
軽
騎
集
団
の

規
模
拡
大
路
線
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
済
南
軽
騎
と
「
親
会
社
」
で
あ
る
軽
騎
集
団
と
の
関
係
は
、
資
金
面
の
混
同
お
よ
び
上
場
会
社
に
不
利
益
な
関
連
取
引
を

行
う
だ
け
で
は
な
く
、
資
産
、
財
務
、
機
構
お
よ
び
人
員
に
お
い
て
も
両
者
混
在
し
、
完
全
に
分
離
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
。
特
に
、
両
社
の
役
員
お
よ
び
上
級
管
理
者
の
ほ
と
ん
ど
が
相
互
に
兼
任
し
、
済
南
軽
騎
の
取
締
役
会
長
、
社
長
お
よ
び
中
間

幹
部
は
軽
騎
集
団
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
上
場
会
社
の
意
思
決
定
も
軽
騎
集
団
が
直
接
介
入
し
、
取
締
役
会
は
形
骸
化
さ
れ
、
企
業

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
は
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
市
場
競
争
の
要
素
を
除
け
ば
、
支
配
株
主
に

よ
る
大
量
の
資
金
占
用
お
よ
び
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
に
よ
っ
て
、
済
南
軽
騎
は
近
年
の
資
金
繰
り
が
緊
迫
し
、
業
績
も
低
迷
し

て
、
二
〇
〇
〇
年
は
二
・
七
億
元
の
赤
字
に
転
落
し
、
債
務
危
機
に
も
陥
っ
た
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

４
　
支
配
株
主
と
上
場
会
社

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
支
配
株
主
た
る
会
社
つ
ま
り
国
有
企
業
に
は
、
上
場
会
社
の
資
産
、
財
務
お
よ
び
人
員
な
ど
の
面
に
お

い
て
様
々
な
不
明
朗
な
関
係
が
存
在
し
、
つ
ま
り
完
全
に
分
離
し
て
い
な
い
こ
と
が
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
大
き
な
問
題
と
な

っ
た
。
そ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に
、「
原
則
」
は
、「
支
配
株
主
と
上
場
会
社
」
と
い
う
第
２
章
を
設
け
て
、
関
連
規
定
の
策
定
に
乗

り
出
し
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
支
配
株
主
の
行
為
規
範

支
配
株
主
の
行
為
を
規
範
化
す
る
た
め
に
、
企
業
が
上
場
す
る
際
に
、
そ
の
支
配
株
主
は
、
上
場
予
定
の
企
業
に
対
し
て
、
ま
ず
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株
式
会
社
に
改
組
し
、
そ
の
後
は
上
場
す
る
と
い
う
原
則
を
守
り
、
同
時
に
合
理
的
か
つ
牽
制
的
な
株
式
所
有
構
造
を
構
築
す
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
る
（
第
一
五
条
）。
そ
し
て
、
株
式
会
社
に
改
組
す
る
際
、
支
配
株
主
は
、
国
有
企
業
が
持
っ
て
い
た
社
会
的
機
能

（
病
院
、
学
校
お
よ
び
福
利
厚
生
の
部
門
）
を
上
場
予
定
の
企
業
か
ら
分
離
す
べ
き
で
あ
り
、
企
業
の
非
経
営
的
資
産
、
非
経
営
的

機
構
、
福
利
厚
生
の
部
門
お
よ
び
そ
れ
ら
の
施
設
は
上
場
会
社
に
組
み
入
れ
て
は
な
ら
な
い
（
第
一
六
条
）。
ま
た
、
支
配
株
主
は
、

上
場
会
社
の
本
業
を
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
存
続
企
業
あ
る
い
は
機
構
に
対
し
て
、
専
業
化
・
市
場
化
と
い
う
原
則
の
下
で
、

専
業
的
な
会
社
に
改
組
さ
れ
、
市
場
原
則
に
基
づ
い
て
上
場
企
業
と
関
連
業
務
の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
上
場
会
社

の
本
業
と
関
係
な
く
、
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
存
続
企
業
に
対
し
て
は
、
そ
の
独
立
的
な
発
展
を
強
化
す
べ
き
こ
と
が
支
配
株

主
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
継
続
的
な
経
営
能
力
の
な
い
企
業
に
対
し
て
、
法
律
・
行
政
規
定
に
基
づ
い
て
破
産
申
請
な
ど
の
手

段
を
通
じ
て
市
場
か
ら
退
場
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
企
業
が
株
式
会
社
に
改
組
す
る
際
、
一
定
の
条
件
さ
え
揃
え
ば
、
企
業
が
持
っ
て

い
る
社
会
的
機
能
お
よ
び
余
剰
人
員
を
一
括
し
て
企
業
か
ら
分
離
さ
せ
、
株
式
会
社
以
外
の
企
業
を
廃
業
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る

（
第
一
七
条
）。

こ
こ
で
「
原
則
」
は
、
上
場
予
定
の
企
業
に
対
し
て
、
株
式
所
有
の
一
定
の
分
散
化
を
求
め
、
企
業
支
配
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、

ま
た
国
有
企
業
が
抱
え
て
い
る
福
利
厚
生
な
ど
の
社
会
的
機
能
お
よ
び
余
剰
人
員
を
上
場
会
社
か
ら
分
離
さ
せ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

て
い
る
。
結
局
、
こ
の
分
離
問
題
を
解
決
し
な
い
限
り
、
企
業
は
上
場
し
て
も
依
然
と
し
て
大
き
な
制
度
的
な
負
担
と
リ
ス
ク
を
抱

え
、
上
述
の
済
南
軽
騎
の
よ
う
に
、
近
年
経
営
不
振
や
粉
飾
計
算
な
ど
の
問
題
が
出
て
い
る
上
場
会
社
の
多
く
は
分
離
問
題
を
ス
ム

ー
ズ
に
解
決
し
て
い
な
い
企
業
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
市
場
経
済
の
移
行
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
分
離
問
題
は
社
会
保
障
制
度
を
整
備
し
な
い
限
り
、
現
実
問
題
と
し

て
は
か
な
り
複
雑
で
か
つ
社
会
的
不
安
に
も
つ
な
が
る
問
題
で
あ
り
、
よ
り
慎
重
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
場
会
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社
の
分
離
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
の
上
海
石
油
化
工
股

有
限
公
司
の
ケ
ー
ス
を
参
照
さ
れ
た
い
（
３
）。

ま
た
、
支
配
株
主
は
、
上
場
会
社
の
労
働
、
人
事
、
分
配
制
度
の
改
革
や
企
業
の
経
営
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
転
換
お
よ
び
中
間
管
理

職
・
一
般
従
業
員
の
競
争
・
奨
励
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
を
支
持
す
べ
き
で
、
優
劣
淘
汰
の
能
力
主
義
を

貫
徹
し
、
流
動
的
な
労
働
市
場
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
（
第
一
八
条
）。
支
配
株
主
は
上
場
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
株
主
に
対
し

て
、
誠
実
・
信
用
義
務
を
負
う
。
支
配
株
主
は
支
配
す
る
上
場
会
社
に
対
し
、
法
律
に
基
づ
い
て
出
資
者
の
権
利
を
行
使
す
べ
き
で

あ
り
、
企
業
の
吸
収
合
併
（
Ｍ
＆
Ａ
）
な
ど
を
利
用
し
て
上
場
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
株
主
の
権
益
を
侵
害
し
、
ま
た
は
そ
の
特
殊

な
地
位
を
利
用
し
て
法
外
な
利
益
を
獲
得
し
て
は
な
ら
な
い
（
第
一
九
条
）。
そ
し
て
、
支
配
株
主
は
、
上
場
会
社
の
取
締
役
お
よ

び
監
査
役
の
候
補
者
の
指
名
に
つ
い
て
、
法
律
や
法
規
お
よ
び
会
社
定
款
の
規
定
す
る
条
件
と
手
続
を
厳
格
に
遵
守
す
べ
き
で
あ
る
。

支
配
株
主
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
候
補
者
は
専
門
知
識
や
意
思
決
定
お
よ
び
監
督
の
能
力
を
備
え
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
支
配
株
主
は
、
株
主
総
会
の
人
事
選
任
決
議
や
取
締
役
会
の
人
事
任
用
決
議
に
対
し
て
、
い
か
な
る
許
可
手

続
を
も
行
な
っ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
株
主
総
会
お
よ
び
取
締
役
会
を
無
視
し
て
、
上
場
会
社
の
上
級
管
理
者
を
任
命
・
解
任
し
て
は

な
ら
な
い
（
第
二
〇
条
）。
上
場
会
社
の
重
大
な
意
思
決
定
は
、
株
主
総
会
や
取
締
役
会
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。
支
配
株
主
は
、

上
場
会
社
の
意
思
決
定
や
生
産
経
営
活
動
に
対
し
て
直
接
ま
た
は
間
接
に
介
入
し
、
上
場
会
社
や
そ
の
他
の
株
主
の
権
益
を
損
害
し

て
は
な
ら
な
い
（
第
二
一
条
）。
つ
ま
り
「
原
則
」
は
、
近
年
頻
発
し
て
い
る
支
配
株
主
の
特
殊
な
地
位
の
乱
用
や
上
場
会
社
お
よ

び
そ
の
他
の
株
主
の
権
益
を
侵
害
す
る
行
為
を
防
止
す
る
よ
う
な
措
置
を
取
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
上
場
会
社
の
独
立
性

上
述
の
済
南
軽
騎
は
、
支
配
株
主
の
軽
騎
集
団
と
の
間
に
資
産
、
財
務
お
よ
び
人
員
の
面
で
完
全
に
分
離
さ
れ
ず
、
上
場
会
社
の
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独
立
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
支
配
株
主
の
上
場
会
社
に
対
す
る
不
当
な
介
入
を
防
ぎ
、
上
場
会
社
の
独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

「
原
則
」
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

す
な
わ
ち
、
支
配
株
主
は
、
上
場
会
社
と
の
間
に
、
人
員
、
資
産
お
よ
び
財
務
を
別
々
に
分
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
機
構
や

業
務
も
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、
独
立
採
算
制
を
採
り
、
独
自
に
責
任
や
リ
ス
ク
を
負
う
（
第
二
二
条
）。

ま
た
、
人
員
の
独
立
性
に
つ
い
て
、
上
場
会
社
の
人
員
は
、
支
配
株
主
か
ら
独
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
上
場
会
社
の
経
営
陣
、
財

務
責
任
者
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
責
任
者
お
よ
び
取
締
役
会
の
秘
書
は
、
支
配
株
主
た
る
会
社
の
取
締
役
以
外
の
役
職
を
兼
任
し
て
は

な
ら
な
い
。
支
配
株
主
た
る
会
社
の
上
級
管
理
者
は
、
上
場
会
社
の
取
締
役
を
兼
任
す
る
場
合
、
必
ず
十
分
な
時
間
や
精
力
を
も
っ

て
上
場
会
社
の
業
務
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
二
三
条
）。

資
産
の
独
立
性
に
つ
い
て
、
支
配
株
主
か
ら
上
場
会
社
に
投
入
し
た
資
産
は
支
配
株
主
か
ら
完
全
に
独
立
し
、
そ
の
所
属
関
係
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
支
配
株
主
が
現
金
以
外
の
資
産
で
出
資
す
る
場
合
に
は
、
当
該
資
産
の
所
有
者
の
名
義
変
更
手

続
を
行
い
、
資
産
の
範
囲
も
明
確
に
定
め
、
上
場
会
社
が
当
該
資
産
に
対
し
て
独
自
の
名
義
で
登
記
し
、
商
業
帳
簿
を
作
っ
て
管
理

す
る
。
支
配
株
主
は
当
該
資
産
を
占
用
・
支
配
し
、
ま
た
は
上
場
会
社
の
当
該
資
産
の
経
営
管
理
に
対
し
て
介
入
し
て
は
な
ら
な
い

（
第
二
四
条
）。

財
務
会
計
の
独
立
性
に
つ
い
て
、
上
場
会
社
は
、
法
規
に
基
づ
い
て
独
立
採
算
制
を
採
り
、
健
全
な
財
務
会
計
制
度
を
確
立
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
支
配
株
主
は
、
上
場
会
社
の
財
務
会
計
の
独
立
性
を
尊
重
し
、
そ
れ
に
介
入
し
て
は
な
ら
い
（
第
二
五
条
）。

経
営
の
独
立
性
に
つ
い
て
、
上
場
会
社
は
、
取
締
役
会
、
監
査
役
会
お
よ
び
そ
の
内
部
機
構
の
独
立
の
運
営
を
す
べ
き
で
あ
る
。

支
配
株
主
お
よ
び
そ
の
機
能
部
門
は
、
上
場
会
社
お
よ
び
そ
の
機
能
部
門
と
従
属
の
上
下
関
係
で
は
な
い
。
上
場
会
社
の
経
営
管
理

の
独
立
性
を
阻
害
し
て
は
な
ら
な
い
（
第
二
六
条
）。

（10）



業
務
の
独
立
性
に
つ
い
て
、
上
場
会
社
の
業
務
は
、
完
全
に
支
配
株
主
た
る
会
社
か
ら
独
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
配
株
主

お
よ
び
そ
の
所
属
部
門
は
、
上
場
会
社
お
よ
び
そ
の
所
属
部
門
と
同
じ
か
ま
た
は
近
い
業
務
に
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
。
支
配
株
主

は
同
業
種
競
争
を
避
け
る
措
置
を
取
る
必
要
が
あ
る
（
第
二
七
条
）。

以
上
の
よ
う
な
規
定
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
支
配
株
主
の
「
暴
走
」
に
歯
止
め
を
か
け
、
上
場
会
社
と
支
配
株
主
た
る
会
社
つ
ま

り
国
有
企
業
と
の
関
係
を
い
わ
ゆ
る
「
三
分
離
」（
資
産
、
財
務
、
人
員
の
分
離
）
を
実
現
さ
せ
、
上
場
会
社
の
独
立
性
の
確
立
を

図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。
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